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［Case Presentation］
皮膚病変に対するミノサイクリンの治療効果
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Bachelezらの報告以降，サルコイドーシスに対してミノサイクリンが奏効する例があることが
認識されている．とくに，結節型，局面型サルコイドなど，種々の皮膚病型に対して奏効した例
が報告され，諸臓器病変の中でも皮膚病変に対する有効率は高いと評価されている．しかし，苔
癬型や皮下型などの皮膚病変は自然治癒する傾向があるため，サルコイドーシスに対する治療薬
の有効性については慎重に評価するべきと考えられる．我々は四肢の結節性紅斑様皮疹，上肢の
環状紅斑の２例の患者に，ミノサイクリンを投与し，速やかな皮疹の改善と，合わせて血清ACE
値（１例ではリゾチーム値も）も低下した症例を経験した．さらに，ミノサイクリンの内服を中
止すると皮疹は再燃し，血清値は再上昇したが，再度ミノサイクリンの内服を開始することで皮
疹は軽快し血清値も低下した．このように本２症例では，薬剤の内服・中止と病勢・血清マーカー
値の変動が相関しており，明らかにミノサイクリンが奏効したものと考えられる．この代表的２
症例を提示するとともに，当科におけるサルコイドーシスの皮膚病変に対するミノサイクリン（一
部はビブラマイシン®）の治療成績について報告する．


